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平成２１年度教員教育国際協力センター活動報告
１．センター教員
　　センター所長 服部　勝憲　教授
　　理数科教育協力研究分野 服部　勝憲　教授
　　ICT 教育協力研究分野 松嵜　昭雄　講師
　　シニア教育人材養成研究分野／国際教育開発研究分野
 小澤　大成　准教授
２．主要行事日程
　　平成年月日 鳴門教育大学国際教育オープンフォーラム
 　　「インターナショナルフェスタ徳島」
　　　　　　月日 国際教育協力専門家会議
　　平成年３月日 事業外部評価会議
３．主要事業概要
⑴　鳴門教育大学国際教育オープンフォーラム「インターナショナルフェスタ徳島 2009」
　　（独）国際協力機構四国支部との共催で，徳島市のあわぎんホールにおいて，開催した．テーマは，「インター
ナショナルフェスタ徳島−世界とつながる日本，世界とつながる徳島−」である．現職教員，学生，国際
協力関係者及び地域市民名余の参加者があり，国際教育協力に対する理解を深め，国際教育協力事業の意
義と内容についてより広く共有する場を提供した．
⑵　国際教育協力専門家会議
　　SV（シニア海外ボランティア）経験者及び JOCV（青年海外協力隊）経験者を招き，各国における教育の現
状と課題，シニア海外ボランティア養成への指針，海外体験を日本の教育にいかに還元するか等について意見
交換を行った．
⑶　事業内部評価会議
　　平成年度の事業展開に関して，今後の事業計画とその実施の改善・向上を図ることを目的として，学内関
係者に評価及び意見聴取を行った．
４．所属教員の海外調査および協力活動
　　平成年５月７日〜６月２日アフガニスタン国教師教育強化プロジェクト・フェーズ２における指導・助言
（松嵜昭雄講師）
　　　　　　９月８日〜９月日フィジー国教員研修プログラム協議（服部勝憲教授，松嵜昭雄講師）
　　　　　　月日〜月日仏語圏アフリカ INSET 運営管理（校内研修導入・改善支援）ソフト型フォロー
アップ協力調査（小澤大成准教授）
　　平成年１月１日〜１月７日教員養成大学大学院の開発途上国設置実現に向けての学術調査研究（タイ王国）
（服部勝憲教授）
　　　　　　２月日〜３月８日国際教育協力に関する調査（地域別研修「仏語圏アフリカ INSET 運営管理（校
内研修導入・改善支援）」フォローアップ及び研修受託に関する需要調査（セネ
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ガル国）（小澤大成准教授）
　　　　　　２月日〜３月２日シニア人材養成のための環境づくり実施（パラオ国）（服部勝憲教授，松嵜昭雄
講師）
　　　　　　３月日〜３月日フィジー国帰国研修員フォローアップ協議（松嵜昭雄講師）
５．所属教員の海外調査及び協力活動概要
　⑴　アフガニスタン国教師教育強化プロジェクト・フェーズ２における指導・助言
　　アフガニタン・イスラム共和国へ教師教育強化プロジェクト（STEP）・フェーズ２の短期専門家として，「数
学教授法（Teaching Method of Math）」及び「数学問題解法（Solving Math Problem）」の教師用指導書及び学
生用リソースブックを協同で作成している Said Jamaludine Teacher Training College の教官に対して，元山（プ
ロジェクト短期専門家）氏とともに，指導・助言を行った．また，Said Jamaludine Experimental Secondary School
の算数授業参観，年に Bamiyan の第４学年から第６学年までの児童を対象として実施した算数テストの分
析を行った．
　　STEP・フェーズ１で作成した Teacher’s Guide の作成・執筆に携わった関係者に対して，新しい教科書が作
成された際の TG の開発や改訂を行うためのガイドラインの見直しのための実践をねらいとして，ワーク
ショップ「Teacher’s Guide Development Guideline Workshop」を開催した．
⑵　フィジー国教員研修プログラム協議
　　平成年度教育研究支援プロジェクト経費で採択されたプロジェクト「衛星システムを活用した教育研修プ
ログラムの番組制作と提案−南太平洋大学の所有する衛星システム USPnet を利用したフィジー諸島共和国にお
けるケーススタディ−」の一環として，平成年度地域別研修「大洋州地域における算数・数学教育に関する
教授法の改善（教員対象）」にフィジー国より参加した研修員 Sarita Devi Harish（当時：教育省 Curriculum 
Development Unit（以下 CDU），現在：フィジー大学）氏の模擬授業等を収録し編集した番組について，Salanieta 
Bakalevu（南太平洋大学）氏，Tomo Hereniko（CDU）氏，Tiko Iowane Ponipate（CDU）氏，Nila Prasad（JICA
フィジー事務所）氏とともに，協議を行った．番組の編集に対する要望の１つとして，模擬授業後の講師と研修
員による協議の場面と，協議の話題となっている授業場面について，協議の場面の直後に授業場面を参照できる
ように再編集する点が出された．また，平成年度まで継続実施される地域別研修「大洋州地域における算数・
数学教育に関する教授法の改善（教員対象）」の事前研修やフォローアップ研修への活用への示唆も見いだされた．
⑶　仏語圏アフリカ INSET運営管理（校内研修導入・改善支援）ソフト型フォローアップ協力調査
　　目的は，昨年度研修員の帰国後活動（校内研修の導入／改善）を支援し，現場のニーズを把握し，今年度（及
び来年度）研修の内容を改善することである．中等教育省および初等教育省，初等学校３校，教員養成校，
JICA カメルーン事務所および日本大使館訪問を通じ，関係者との協議と授業観察・助言指導を行った．
⑷　教員養成大学大学院の開発途上国設置実現に向けての学術調査研究（タイ王国）
　　センター事業の１つに「シニア人材育成のための環境づくり」が挙げられ，大学院学校教育研究科国際教育
協力コースとの連携が求められている．当時，国際教育協力コース大学院生が協力協定大学であるコンケーン
大学に留学し，教材開発・授業研究に取り組んでいた．この時期に，シニア人材養成のための情報収集・情報
交換を求めて JICA タイ事務所，コンケーン大学，関係小学校を訪問し，SV 及び JOCV の方々の活動状況につ
いての聞き取り調査を行った．
⑸　国際教育協力に関する調査（地域別研修「仏語圏アフリカ INSET運営管理（校内研修導入・改善支援）」
フォローアップ及び研修受託に関する需要調査（セネガル国）
　　カオラック地区視学官事務所および初等学校，リフスク教員養成校および附属初等学校，JICA セネガル事務
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所を訪問した．調査内容は初等及び中等教員養成の現状と課題，初等及び中等教員現職教育の現状と課題，初
等学校理数科教育の現状把握である．平成年度地域別研修仏語圏アフリカ INSET 運営管理の研修員のフォ
ローアップを行うとともに，今後想定される理数科教育教授法研修のニーズ把握を行った．
⑹　シニア人材養成のための環境づくり実施（パラオ国）
　　パラオ国で展開している算数プロジェクトに従事している SV 及び JOCV の方々と，プロジェクトの現状と
今後の展開について聞き取り調査を行い，シニア人材を活かしたプロジェクトの取り組みの可能性について意
見交換を行った．パラオ国では，算数・数学教育への教育協力として，算数指導の経験が比較的浅い JOCV に
対する協力の他，学校運営等といった管理職のノウハウをもった SV の協力が不可欠であり，教育省と連携し
た環境づくりを進めていることが判明した．教育省関係者には，本学で実施した数学教育に係わる研修に参加
したことがある研修員が活躍しており，本学との更なる連携の強化を要請された．
　　Hadleen（Ministry of Education）氏の案内により，小学校視察及び算数授業参観を行った．また，Meyuns 
Elementary School において実施された公開授業を参観し，関係者からの依頼により授業研究会において指導・
助言を行った．
⑺　フィジー国帰国研修員フォローアップ協議
　　本学で実施された「大洋州地域初等中等算数・数学科教育研修」に参加した帰国研修員，Tomo（CDU）氏
及び Vadei Kaulotu Mere（Fiji College of Advanced Education）氏と，フィジーで展開している数学教育プロジェ
クトについて意見交換を行った．全国テストの廃止とともに，プロジェクトのねらいを変更したものの，プロ
ジェクト指定校と JOCV の取り組みとの連携を骨子とした展開を目指している．そこで，フィジーで展開して
いる数学教育プロジェクトの進捗状況及び変更内容について情報を補完するために，JICA 関係者と意見交換を
行った．Nila（JICA フィジー事務所）氏の案内により，学校視察及び数学授業参観を行った．また，各学校の
関係者や JOCV の方々と意見交換を行った．
　　平成年度地域別研修「大洋州地域における算数・数学教育に関する教授法の改善（教員対象）」に参加し
た帰国研修員 Sarita Devi Harish（フィジー大学）氏と，上記⑵フィジー国教員研修プログラム協議の継続と，
帰国後の活動について意見交換を行った．また，フィジー大学関係者と授業研究及び数学教育研究に関する連
携の可能性について，INCET とフィジー大学が連携した取り組みに関するロードマップについて意見交換を
行った．その他，フィジー大学の学生に対し，折り紙を使った算数授業の提案を行った．
６．独立行政法人国際協力機構（JICA）プロジェクト等に係る受託研修
　　平成年６月８日〜７月日地域別研修「大洋州地域における算数・数学教育に関する教授法の改善（教員
対象）」（大洋州諸国から９名受入れ）
　　　　　　月５日〜月日地域特設「中東地域小学校理数科教育改善」（中東諸国から名受入れ）
　　平成年１月日〜２月日地域別研修「仏語圏アフリカ INSET 運営管理（校内研修導入・改善支援）」（仏
語圏アフリカ地域から名受入れ）
　　　　　　２月１日〜２月日国別研修「アフガニスタン教授法改善」（アフガニスタン・イスラム共和国から
名受入れ）
　　　　　　２月１日〜２月日国別研修「教師教育強化プロジェクト・フェーズ２カウンターパート研修」（ア
フガニスタン・イスラム共和国から６名受入れ）
